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ゲーム理論入門
火曜 ２限 2012.11.27

1
高木英至

≿≿≾≾≺≻

非協力ゲーム（5）

授業スケジュール
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 本日(11/27)
 第４章の残り

 マックス・ミニ戦略

 第5章
 囚人のジレンマ
 パレート最適性

次回(12/03)：
 残りの第５章部分
 繰り返し囚人のジレンマ
 第７章の１
 第７章全体は、次年度授業『ゲーム理論』で扱う。

■マックスミニ戦略（１）
 ゼロ和ゲーム
 片方のプレイヤーの利得が分
れば他方のプレイヤーの利得
も分る

 例：右図
 Ａ店

 行プレーヤー
 最大化プレイヤー

 Ｂ店
 列プレイヤー
 最小化プレイヤー

 ナッシュ均衡点＝鞍点
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マックスミニ戦略（２）
 Ａ店(行プレイヤー)
 「価格維持」戦略の保証水
準=min(5,3)=3

 「値下げ」戦略の保証水準
=min(7,5)=5

 マックスミニ戦略
 保証水準を最大にする戦略
 値下げ
 マックスミニ利得=5
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マックスミニ戦略（3）
 Ｂ店(列プレイヤー)
 「価格維持」戦略の保証水
準=max(5,7)=7

 「値下げ」戦略の保証水準
=max(3,5)=5

 ミニマックス戦略
 保証水準を最小にする戦略
 値下げ
 ミニマックス利得=5
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マックスミニ戦略（4）
 ２人のプレイヤーがそれぞれ、マックスミニ戦略と
ミニマックス戦略をとるとき、ナッシュ均衡点が実
現する

 この例では、マックスミニ利得＝ミニマックス利得
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マックスミニ戦略（5）
 定理４．３ ゼロ和２人ゲームにおいて、マック
スミニ戦略とミニマックス戦略の組合せがナッシュ
均衡点であるための必要十分条件は、
 マックスミニ利得＝ミニマックス利得

 定理４．４（ミニマックス定理） ゼロ和２人ゲー
ムにおいて、混合戦略によるマックスミニ利得とミ
ニマックス利得は等しい
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■囚人のジレンマ：由来
 Prisoners’ Dilemma

 略してＰＤ

 ２人の容疑者
 別々に取り調べ

 状況
 黙秘すれば両者とも軽い罪
 しかし自白すれば自分の罪は軽くなる
（自白しないと罪が重くなる）

 両者が自白すると両方とも馬鹿を見る

 利得
 自白が支配的戦略
 しかし（自白、自白）より（黙秘
、黙秘）が両容疑者にとって望ま
しい
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囚人のディレンマ：別の例

 例：２人の同居人（A,B）
が掃除をするか（Ｃ）しな
いか（Ｄ）を選択する
 １人が掃除をすると部屋がき
れいになり、両者に利益２が
生じる

 しかし掃除をすると-3の費用
が生じる

 このとき、両者は掃除をす
るか、しないか？
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 このとき、両者が独立に判断する
なら、両者ともに掃除はしない
（ＤＤ）
 部屋は汚くなる
 共同の部屋はしばしば、管理に失敗す
る

 ＤＤはナッシュ均衡点
 独立に行動するなら、相互に自己の利
得を向上できない

 しかしＤＤは非効率的
 両者が掃除をすれば、ともに利得を上
げられる

0
02

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

１

１

２ ２

-1
1

1
-1

2
A

B

11

囚人のディレンマ：公式には

 公式には次の２つの条件からなる
 （１）Ｔｉ＞Ｒｉ＞Ｐｉ＞Ｓｉ （ｉ＝１，２）

 ａ．Ｄｉは支配的戦略： Ｔｉ＞Ｒｉ かつ Ｐｉ＞Ｓ
ｉ (i=1,2)
 相手の選択にかかわらず、CよりDの選択が有利

 ｂ．均衡解（Ｄ１Ｄ２）は非効率的(deficient)：
 Ｒｉ＞Ｐｉ (i=1,2)
 Ｄ１Ｄ２ より C１C２ が双方にとって有利

 ａ かつ ｂ ⇒ （１）
 ｃ．優越的戦略（D）の選択は相手に損害を与える

 Ｒｉ＞Ｓｉ かつ Ｔｉ＞Ｐｉ (i=1,2)
 ａ かつ ｂ ⇒ ｃ

 （２）すべてのk(0<k<1)に対して、
Ｒ1 ≧ kＴ1＋(1-k)Ｓ1 or Ｒ2 ≧ kＳ2＋(1-k)Ｔ2

 振動解が存在しない
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Ｃ：cooperation
Ｄ：defection

Ｔ：temptation
Ｒ：reward
Ｐ：punishment
Ｓ：sucker
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 与えるか与えないか
 援助
 give: C
 not give: D

 ４つの状態
 give-give：相互援助
 give-not give：片方がもう
片方を搾取

 not give-not give：相互孤
立

囚人のジレンマの遍在性(1)
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自由貿易体制
 Ｃ：自国の市場開放
 Ｄ：自国の市場閉鎖

 障壁を作る

 ＣＣ：自由貿易体制
 ＤＤ：相互の保護主義

軍拡競争
 Ｃ：軍縮
 Ｄ：軍拡
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囚人のジレンマの遍在性(2)
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例：前提を変えてみる

 この状況は現実的であるか？
 共同の部屋は必ず汚くなるか？

 前提の変更
 掃除をする人数が１人 → ＋３
 掃除をする人数が２人 → ＋４
 掃除をする人のコスト： －２

 このときどうなるか？
 右図
 相手が掃除をすれば自分はしない
 相手が掃除をしなければ自分はする
 チキン・ゲーム(chicken game)
 公共財供給事態
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チキン・ゲーム

２つの「合理性」
 Ｄは支配戦略
 ＤＤは支配戦略均衡
 → ナッシュ均衡点
 他の戦略の組合せはナッシュ均衡
点ではない

 Ｄは個人合理的な戦略
 しかし、ＤＤよりＣＣの方が
、両者の利得とも高い

 Ｃが集団合理的な戦略
 集団合理性
 → パレート最適性
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はパレート最適　　　戦略の組

の戦略の組がないよりパレート優位な他

よりパレート優位は　　

とって　　すべてのプレイヤーに

に対してと

定義

の利得に対するプレイヤー：戦略の組

の戦略集合プレイヤー
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再び、囚人のジレンマ
 パレート最適点とナッシュ
均衡点が食い違うケース

 パレート最適
 ＣＣ
 ＣＤ
 ＤＣ

 すべてのプレイヤーの利得
の総和を最大にする戦略の
組 → パレート最適
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例3.1 ピザ店の顧客獲得競争ゲーム(pp.43-45)

 ナッシュ均衡点
 （値下げ、値下げ）

 パレート最適
 すべての戦略の組
 なぜなら、１人のプレイヤ
ーの利得が上がればもう１
人のプレイヤーの利得は下
がる
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 例3.2 協調ゲーム
 ナッシュ均衡点

 （右側、右側）と（左側、左側）

 パレート最適
 （右側、右側）と（左側、左側）

 例3.3 男性と女性の争い
 ナッシュ均衡点

 （野球、野球）と（バレエ、バレエ）

 パレート最適
 （野球、野球）と（バレエ、バレエ）
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例3.3の利得表

 例3.4 タカ－ハト・ゲーム
 ナッシュ均衡点

 （ハト、タカ）と（タカ、ハト）

 パレート最適
 （ハト、タカ）と（タカ、ハト）、
（ハト、ハト）

 例3.5 ペナルティキック
 ナッシュ均衡点

 純戦略では存在せず

 パレート最適
 すべての戦略の組
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今日はおしまい
テキスト第７章の１を読んでお
いてください


